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月６
例定 会

◯専決処分（損害賠償の額の決定及び和解について）
※法律では、損害賠償額や事件等の和解は議会の議決が必要となっていますが、議会が指
定した金額（100万円以下）の場合は町長のみで決定し（専決処分）、議会に報告されます。

◯令和３年度下郷町健全化判断比率等について
※町は、財政状況を表す各種財政比率とそれを審査した監査委員の意見をつけて議会に報
告することとなっています。

◯令和３年度下郷町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
※決算は町長から監査委員の意見を付けて例年９月定例会に提出され、議会で審議します。

◯令和４年度下郷町一般会計補正予算　　
◯令和４年度下郷町国民健康保険特別会計補正予算
◯令和４年度下郷町後期高齢者医療特別会計補正予算
◯令和４年度下郷町介護保険特別会計補正予算
◯令和４年度下郷町簡易水道事業特別会計補正予算

◯雪寒建設機械購入契約
※積雪寒冷地域の道路交通を確保するため除雪などに使われる建設機械を購入する契約。
予定価格７００万円以上の購入契約は議会の議決が必要となります。

◯職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の設定
※非常勤を含めた職員が育児休業等をとりやすくするために法律の改正が行われ、あわせ
て町職員に関する条例の改正案が提案されました。

　９月定例会は１４日から２２日までの９日間
の会期で開かれました。今定例会では、報告が
２件あり、決算の認定、条例の一部改正、契約
案件、令和４年度補正予算など町提出議案８件
が審議され全て可決しました。

報　告

決算認定

補正予算

契　約

条例改正

（５ページ）

（３～４ページ）

（５ページ）
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令和４年度一般会計補正予算
物価高騰対応予算を含めた補正予算を可決

物
価
高
騰
対
応
　
　

　
　
　
緊
急
給
付
金

障
害
者
自
立
支
援
　

　
　
　
医
療
給
付
費

肥
料
高
騰
緊
急
対
策

　
　
　
事
業
補
助
金

建
物
解
体
工
事
協
力
金

及
び
建
物
解
体
工
事

補
正
予
算

歳　入

地方交付税 2億2,191万円

新型コロナワクチン接種国庫
負担金・補助金 722万円

肥料高騰緊急対策事業補助金 268万円

産地生産基盤パワーアップ事
業補助金 4,665万円

繰越金 1億　942万円

新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金 3,838万円

歳　出

物価高騰対応緊急給付金事業 2,307万円

肥料高騰緊急対策事業 714万円

飼料高騰緊急対策事業 360万円

産地生産基盤パワーアップ事業 4,665万円

地形図測量事業 1,217万円

オミクロン株対応新型コロナ
ワクチン接種体制確保事業 7,221万円

議員
県
補
助
金
「
物
価
高
騰
対

応
生
活
困
窮
世
帯
緊
急
補

助
事
業
補
助
金
」
の
生
活
困
窮
世

帯
の
定
義
は
ど
う
な
の
か
。

課長
県
の
補
助
金
は
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
、
障
害
者
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
っ
て
、

市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
を

対
象
と
し
て
お
り
、
町
の
ほ
う
で

想
定
す
る
の
は
、
原
油
高
騰
だ
け

で
な
く
物
価
高
騰
も
想
定
し
、
全

世
帯
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え

一
律
の
支
給
を
考
え
て
い
る
。

議員
扶
助
費
の
障
害
者
自
立
支

援
医
療
給
付
費
が
３
７
４

万
円
増
と
な
っ
た
理
由
は
。

課長
自
立
支
援
医
療
給
付
費
の

増
加
に
つ
い
て
は
、
２
名

の
方
の
新
た
な
交
付
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
お
一
人
は
、
腎
臓

移
植
と
、
も
う
お
一
人
が
人
工
透

析
の
増
設
を
し
ま
し
て
、
こ
の
２

人
分
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

議員
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業

補
助
金
は
県
、
町
で
別
か

れ
て
お
り
、
県
は
３
千
㎡
以
上
、

町
が
１
千
㎡
以
上
と
あ
る
が
、
そ

の
そ
の
面
積
要
件
の
違
い
を
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
町
民

税
の
未
納
者
に
は
支
給
し
な
い
の

か
ど
う
か
。
集
落
営
農
組
織
へ
の

支
給
は
ど
う
か
。

課長
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業

補
助
金
は
、
県
が
３
千
㎡
、

町
が
１
千
㎡
を
超
え
た
部
分
を
補

助
す
る
の
で
は
無
く
３
千
㎡
、
１

千
㎡
以
上
作
付
け
し
て
い
る
農
家

が
対
象
と
な
る
。
対
象
と
な
る
農

家
は
す
べ
て
の
面
積
が
補
助
対
象

と
な
る
が
、
水
稲
の
み
、
自
家
消

費
分
を
差
し
引
く
対
応
を
取
っ
て

い
る
。
町
民
税
の
未
納
者
、
集
落

営
農
団
体
も
あ
る
が
、
そ
の
辺
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様

に
未
納
者
が
い
れ
ば
支
給
し
な
い

考
え
で
あ
る
。

議員
下
郷
駅
前
の
旧
森
林
組
合

事
務
所
建
物
解
体
工
事
協

力
金
13
万
５
千
円
の
根
拠
と
、
近

く
に
同
地
権
者
保
有
地
に
町
の
観

光
看
板
が
あ
る
が
、
今
回
取
り
壊

す
の
か
。

課長
解
体
工
事
協
力
金
と
し

て
、
普
通
財
産
貸
付
規
定

に
よ
る
計
算
、
１
年
で
２
万
７
，

０
６
４
円
の
５
年
分
13
万
５
，
３

２
０
円
で
13
万
５
，
０
０
０
円
の

協
力
金
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

看
板
に
つ
い
て
は
、
町
、
観
光

協
会
、
会
津
鉄
道
関
係
者
と
協
議

の
う
え
、
今
後
ど
う
す
る
か
も
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。



下郷町
議会だより No.101 4

物
価
高
騰
対
応
　
　

　
　
　
緊
急
給
付
金

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
補
助
金

補
正
予
算

契
　
約

議員
教
育
費
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
処

理
委
託
料
が
あ
る
が
、
も

っ
と
早
く
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
遅
れ
た
原
因
、
期
限
は
決
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
処
分
先

は
ど
う
い
う
企
業
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

課長
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
処
理
委
託
料

に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

取
り
組
み
は
進
め
て
い
た
が
、
と

り
か
か
る
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。
現
在
も
江
川
小
、

下
中
、
下
中
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
コ
ン
デ
ン
サ
内
の
Ｐ

Ｃ
Ｂ
な
ど
今
年
度
で
調
査
は
終
了

す
る
。
高
濃
度
は
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
、
軽
濃
度
に
つ
い
て
は
、

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
国
が
定
め
て
い
る
中
間

貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社

と
な
る
。

議員
町
が
申
請
主
体
、
取
組
事

業
者
が
み
な
み
あ
い
づ
高

原
フ
ァ
ー
ム
だ
と
思
う
が
、
ハ
ウ

ス
を
何
棟
も
建
設
し
、
何
年
間
取

り
組
み
が
必
要
か
ど
う
か
、
何
年

や
る
の
か
実
態
が
わ
か
ら
な
い
。

課長
高
原
フ
ァ
ー
ム
が
今
年
度

取
り
組
ん
だ
町
内
で
の
実

績
は
、
十
文
字
地
区
に
、
枝
豆
を

４
反
歩
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
、
音

金
地
区
に
４
反
歩
、
に
ん
じ
ん
を

十
文
字
、
落
合
地
区
に
１
町
歩
を

作
成
し
た
。
事
業
は
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
が
対
象
で
、
そ
の
償
却
期
間
を

考
え
10
年
の
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
。

議員
取
組
主
体
で
あ
る
〝
南
会

津
高
原
フ
ァ
―
ム
〟
の
今

ま
で
の
業
務
実
績
を
教
え
て
頂
き

た
い
。

課長
十
二
町
歩
の
作
付
面
積
を

誇
っ
て
い
る
。
県
内
の
大

型
ス
―
パ
―
に
主
と
し
て
直
販
し

て
い
る
。

議員
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
と
い
う
こ

と
は
年
間
稼
働
し
て
い
る

施
設
な
の
か
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
―
だ
け
で
な
く
町
の
特
産
品
と

し
て
の
野
菜
生
産
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
の
か
。

課長
育
苗
ハ
ウ
ス
と
い
う
こ
と

で
、
春
早
々
に
野
菜
苗
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
。
町
特

産
の
野
菜
に
し
て
い
く
と
い
う
構

想
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

議員
町
の
雇
用
促
進
と
し
て
期

待
さ
れ
る
が
、
社
員
は
何

人
程
度
か
。

課長
外
国
人
四
人
、
地
元
か
ら

七
人
の
計
十
一
人
の
雇
用

予
定
。

議員
指
名
業
者
５
社
に
対
し
て

応
札
業
者
も
５
社
で
よ
い

か
。
も
し
辞
退
社
が
い
た
ら
今
後

ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
考
え
ど
う
か
。

課長
コ
マ
ツ
福
島
会
津
支
店
、

会
津
自
動
車
工
業（
株
）、

喜
多
方
ブ
ル
自
工（
株
）、
会
津
機

械（
株
）、
そ
れ
と
ロ
ジ
ス
ネ
ク
ス

ト
東
北
会
津
支
店
の
５
社
、
辞
退

業
者
は
２
社
で
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は

考
え
て
い
な
い
。

議員
納
入
期
限
は
令
和
６
年
２

月
下
旬
予
定
と
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ま
で
の
除
雪
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

課長
納
入
期
限
は
あ
く
ま
で
も

期
限
で
す
の
で
早
め
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
県
か
ら
譲

渡
雪
寒
車
は
そ
れ
ま
で
使
用
す
る
。

〇
名
称

　

雪
寒
建
設
機
械

〇
車
種

　

除
雪
ド
ー
ザ
ー

　
　
　
　

14
ｔ
級
車
輪
式

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札（
５
社
）

〇
契
約
金
額

　

２
，１
１
７
万
５
千
円

〇
契
約
の
相
手
方

　

ロ
ジ
ス
ネ
ク
ス
ト
東
北（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　

会
津
支
店

　

支
店
長　

齋
藤 

将
也

　

平
成
16
年
購
入
の
コ
ベ
ル
コ
建

機
13
ｔ
級
ド
ー
ザ
ー
が
令
和
元
年

の
シ
ー
ズ
ン
中
に
破
損
、
令
和
２

年
に
県
か
ら
の
車
両
譲
渡
を
受
け

現
在
ま
で
使
用
。
し
か
し
、
譲
渡

さ
れ
た
車
両
も
20
年
以
上
が
経
過

し
修
繕
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら

購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
除
雪
車
は
、
三
ツ
井
・
戸

雪
寒
機
械
購
入
契
約

赤
地
区
の
町
道
通
常
除
雪
の
た
め

に
貸
付
委
託
を
し
て
い
た
も
の
で
、

購
入
後
も
従
来
通
り
貸
付
委
託
に

よ
り
同
地
区
の
町
道
除
雪
を
行
う
。

納
入
期
限
は
債
務
負
担
設
定
を
行

っ
て
お
り
令
和
６
年
２
月
下
旬
と

し
て
い
る
。
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和令
年３ 度

一般会計・
特別会計決算

　

い
ず
れ
の
会
計
も
決
算
額
は
関

係
諸
帳
簿
と
合
致
し
て
お
り
、
決

算
係
数
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
現
在
テ
レ
ビ
等
で
田
舎

暮
ら
し
が
注
目
さ
れ
て
い
る
中
、

本
町
は
他
に
劣
ら
な
い
地
理
的
条

件
を
一
丸
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

活
性
化
に
つ
な
げ
「
未
来
創
生
交

流
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、

第
６
次
下
郷
町
総
合
計
画
に
定
め

ら
れ
た
各
種
施
策
を
推
進
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
安
全
・
安
心
な

町
づ
く
り
に
よ
り
一
層
の
努
力
を

期
待
す
る
。

決
算
の
結
果
に
対
す
る
　
　

　
監
査
委
員
の
意
見（
要
約
）

◆令和３年度歳入歳出決算額

【
総
　
括
】

　

国
土
調
査
は
、
前
回
の
指
摘
で

次
の
地
区
に
順
番
が
回
っ
て
こ
な

い
と
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
、

国
土
調
査
係
が
新
設
さ
れ
、
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
国
土
調
査
に
つ
い
て

◆
住
宅
の
再
入
居
に
つ
い
て

　

現
入
居
者
の
新
築
住
宅
へ
の
優

先
入
居
は
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し

た
が
、
取
扱
要
綱
に
つ
い
て
、
ま

◆
町
税
等
徴
収
対
策
連
絡

　
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

◆
基
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

簡
易
水
道
使
用
料
及
び
住
宅
使

用
料
の
累
積
滞
納
額
に
つ
い
て
は

今
後
、
他
町
村
状
況
を
見
比
べ
な

が
ら
検
討
さ
れ
た
い
。
債
権
管
理

条
例
の
制
定
等
も
含
め
「
町
税
等

徴
収
対
策
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
、

町
全
体
の
債
権
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
改

善
計
画
で
長
期
間
活
用
実
績
が
無

い
も
の
に
つ
い
て
は
整
理
を
検
討

す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
だ

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
一 般 会 計 55億2,325万3千円 51億8,407万3千円 3億3,918万円

特別会計（５件） 20億6,460万1千円 18億9,888万5千円 1億6,571万6千円

合　　計 75億8,785万4千円 70億8,295万8千円 5億489万6千円

だ
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
次
の
建
替
え

ま
で
に
要
綱
を
作
成
す
れ
ば
よ
い

と
感
じ
ら
れ
る
が
、
時
期
的
に
は

今
が
作
成
の
最
良
の
時
と
考
え
ら

れ
、
時
期
を
逃
さ
ず
作
成
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

改
善
に
至
っ
て
は
い
な
い
。
公
共

施
設
等
の
整
備
に
係
る
基
金
の
創

設
も
合
わ
せ
、
引
き
続
き
見
直
し

の
検
討
を
さ
れ
た
い
。
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　９月定例会では、４人の議員が８件の一般質問を９月２０日に行い、活発な
議論を展開しました。７ページより、質問した順に代表する質問の質疑応答を
要約してお知らせします。

　“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、
町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

一般質問
４議員が 町政を問う

星　　輝夫（７ページ）
●副町長の不在について
●投票区及び投票所の見直しについて
●新型コロナウイルス対策について

玉川　邦夫（９ページ）
●観光・地域振興を図るサイクリングと街道ウオーク
●町民の声を十分に踏まえた制度見直し

山名田　久美子（1０ページ）
●防災の観点から
●子育て世代の支援について

星　　和志（８ページ）
●観光の振興について
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一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

投
票
区
及
び
投
票
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
と

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
整
え
て
い
く

廃
止
と
な
っ
た
投
票
区
へ
の
投
票
支
援

策
と
し
て
検
討
を
重
ね
て
い
く

質問

質問

答弁

答弁

本
町
で
は
、
４
回
目
の
接

種
を
終
え
て
い
る
人
数
は

ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
本
町
の
学
童
施
設
に
お
い

て
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
と
思

い
う
が
、
本
町
で
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

４
回
目
は
60
歳
以
上
及
び

医
療
従
事
者
等
、
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
が
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
参
考
値
と
は
な
る
が
、
57
・

７
％
と
な
っ
て
い
る
。

給
食
時
に
マ
ス
ク
を
取
っ

た
と
き
等
、空
気
清
浄
機
・

除
菌
機
を
設
置
す
れ
ば
、
対
策
で

き
る
の
で
は
と
思
う
の
が
。

空
気
清
浄
機
は
、
教
室
に

は
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
て
い

る
。

７
月
参
議
院
議
員
選
挙
で

は
、
移
動
式
の
期
日
前
投

票
所
は
幾
つ
の
行
政
区
を
回
っ
た

の
か
。
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
若
者

の
投
票
率
の
向
上
な
ど
を
考
え
る

と
、
よ
り
広
範
囲
に
移
動
式
投
票

副
町
長
の
不
在
に
つ
い
て

職
務
代
理
順
位
に
よ
り

　
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

答弁
前
副
町
長
が
勇
退
し
、
そ

れ
か
ら
数
か
月
が
経
過
し

て
い
る
。
町
で
は
副
町
長
を
置
く

こ
と
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
規

定
が
あ
る
の
か
尋
ね
る
。
ま
た
、

町
長
不
在
な
ど
の
有
事
の
際
に
は

副
町
長
が
不
在
で
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

規
定
に
つ
き
ま
し
て
、
地

方
自
治
法
第
1
6
1
条
第

２
項
に
、「
副
知
事
及
び
副
市
町

村
長
の
定
数
は
、
条
例
で
定
め
る
」

と
規
定
し
て
お
り
、
下
郷
町
副
町

長
定
数
条
例
第
２
条
で
「
副
町
長

の
定
数
は
、
１
人
と
す
る
」
と
規

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
私
が
不
在

時
の
有
事
の
際
に
つ
い
て
、
下
郷

町
防
災
計
画
で
は
災
害
対
策
本
部

の
設
置
を
必
要
と
す
る
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
副
町
長
及
び
教

育
長
が
副
本
部
長
に
就
く
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
副
町
長
が
空

席
の
た
め
、
教
育
長
の
指
揮
に
よ

り
行
動
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か

し
、
私
が
公
務
出
張
等
に
よ
り
不

在
の
場
合
に
お
い
て
は
、
町
長
不

在
時
の
職
務
代
理
順
位
に
よ
り
、

所
を
設
置
し
て
い
く
こ
と
が
よ
い

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

令
和
元
年
の
投
票
区
再
編

に
よ
り
廃
止
と
な
っ
た
投

票
区
９
地
区
で
移
動
式
投
票
所
を

質問

星　輝夫　議員
teruo  hoshi

連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

副
町
長
の
不
在
は
、
財
政

を
考
え
て
の
不
在
な
の
か
、

ま
た
候
補
者
に
当
た
っ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
断
ら
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
、

普
通
地
方
公
共
団
体
の
補

助
機
関
の
最
高
位
に
位
置
す
る
者

で
あ
り
、
そ
の
職
務
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
私
も
思
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
熟
慮
中
で
あ
る
。

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

設
置
し
て
い
る
。
広
範
囲
に
移
動

式
投
票
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
関

し
て
は
、
令
和
元
年
度
に
廃
止
と

な
っ
た
投
票
区
へ
の
投
票
支
援
策

と
し
て
、
試
行
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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一般質問

星　和志　議員
kazushi  hoshi

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

事
業
者
の
も
て
な
し
や
そ
の
ア
イ
デ
ア
が

何
よ
り
大
切
で
あ
り
、町
も
努
力
し
て
い
く

答弁
下
郷
町
に
来
て
、
観
光
地

巡
り
だ
け
で
な
く
、
ア
ウ

ト
ド
ア
や
各
種
施
設
で
の
体
験
を

し
、
宿
泊
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
理
想
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

長
年
、
町
は
滞
在
型
と
し
て
の
構

想
や
計
画
を
立
て
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
こ
の
達
成
に
は
ほ
ど
遠
い

状
況
で
あ
る
思
わ
れ
る
。

　

町
長
は
「
満
足
度
の
高
い
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
」
を
掲
げ
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
の
こ
れ
に

か
か
る
計
画
、
進
捗
状
況
、
そ
し

て
町
長
が
在
任
中
に
必
ず
達
成
し

た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
も
の
は

何
か
。

昨
年
度
、
観
光
公
社
が
実

施
し
た
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
し

も
ご
う
」、「
ご
褒
美
宿
・
ラ
ン
チ
・

体
験
プ
ラ
ン
」、「
大
内
宿
ぶ
ら
り

旅
ク
ー
ポ
ン
」
や
農
家
民
泊
体
験

を
含
め
た
教
育
旅
行
、
学
生
対
象

の
合
宿
誘
致
な
ど
、
町
民
の
方
、

他
市
町
村
皆
様
か
ら
も
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

　
「
日
帰
り
で
滞
在
さ
れ
な
い
問

題
」
で
は
交
通
ア
ク
セ
ス
、
利
便

質問

性
の
向
上
に
よ
り
日
帰
り
観
光
客

が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
宿
泊
し

な
く
て
も
観
光
が
可
能
な
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
な
ど
の
普
及
、
進
ん

で
お
り
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
や
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
整
備
だ
け
で
は
な
く
事

業
者
様
の
経
営
努
力
が
何
よ
り
大

切
か
と
思
う
の
で
、
ご
意
見
・
ご

指
摘
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

町
長
在
任
中
に
達
成
し
た

い
事
と
は
何
か
。

　

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
は
こ
れ
か
ら
計
画
し
て
い
く

の
か
。

　

色
々
な
事
業
で
良
い
実
績
が
出

て
い
る
よ
う
だ
が
次
の
ス
テ
ッ
プ

の
計
画
は
立
て
て
い
る
の
か
。

　

事
業
者
の
経
営
努
力
と
言
わ
れ

た
が
、
今
ま
で
何
度
か
質
問
を
し

て
い
る
が
下
郷
町
地
域
振
興
株
式

会
社
や
観
光
公
社
の
理
事
と
し
て

現
在
の
状
況
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

達
成
に
つ
い
て
は
、
日
光

の
観
光
客
１
２
０
０
万
人

の
一
割
の
１
２
０
万
人
を
呼
び
込

み
た
い
。
縦
貫
道
が
開
通
す
れ
ば

可
能
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
受
け

入
れ
態
勢
を
作
っ
て
い
く
。
施
設

改
修
で
１
／
２
を
出
し
て
い
る
。

各
施
設
で
特
色
を
出
し
て
頂
き
た

い
。
予
算
が
つ
く
か
つ
か
な
い
か

で
決
定
さ
れ
る
の
で
皆
様
の
ご
理

解
の
も
と
行
な
っ
て
い
く
。

　

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
は
現
在
観
光
公
社

に
計
画
を
指
示
し
て
い
る
。

　

下
郷
町
地
域
振
興
株
式
会
社
や

観
光
公
社
は
コ
ロ
ナ
禍
の
解
除
も

あ
り
非
常
に
売
上
も
伸
び
て
い
る

の
で
安
心
し
て
い
る
。

予
算
が
つ
く
か
つ
か
な
い

か
と
言
っ
て
い
る
が
今
回

の
補
正
予
算
の
予
備
費
に
２
億
を

入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
こ
う
い
っ
た

細
々
と
し
た
事
業
に
使
え
る
の
で

は
な
い
か
。

予
備
費
の
２
億
で
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
施
策
や
事
業

化
に
繋
が
っ
て
い
く
。
ま
た
災
害

時
に
一
億
ぐ
ら
い
は
な
い
と
対
応

で
き
な
い
。
財
政
ひ
っ
迫
に
な
ら

な
い
よ
う
守
っ
て
い
く
。
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一般質問

地
域
振
興
を
目
指
す

　
　
　
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
期
待
を

町
民
の
目
線
で
常
に
制
度
の
見
直
し
を

町
の
活
性
化
の
た
め
に

　
民
間
活
力
を
可
能
な
限
り
支
援

社
会
の
多
様
化
に
応
じ
た

　
　
　
　
定
期
的
制
度
の
見
直
し

質問

質問

答弁

答弁

福
島
県
は
自
転
車
で
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
観
光
地
域
づ

く
り
を
上
げ
十
月
に
本
町
を
舞
台

に
行
わ
れ
る
サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
を
支
援
し
て
く
れ
る
。
町
の

協
力
体
制
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
本
町
で
は
総
合
計
画
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
―
ス
の
整
備
検

討
を
挙
げ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。
さ
ら
に
今
後
は
、
人

気
の
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導

入
等
を
支
援
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

第
三
子
を
出
産
さ
れ
て
も

在
住
が
四
年
に
満
た
な
い

こ
と
で
祝
金
支
給
の
該
当
か
ら
外

れ
た
方
が
い
る
。
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
と
子
宝
祝
金
支
給

に
何
ら
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
。

祝
金
目
当
て
を
防
ぐ
た
め

に
、
三
人
目
が
生
ま
れ
る

頃
は
少
な
く
て
も
四
年
は
下
郷
に

住
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
想
定
し
た
。

今
後
は
、
核
家
族
化
、
職
業
の
多

様
化
と
い
う
時
代
背
景
に
応
じ
整

合
性
を
図
り
た
い
。

素
晴
ら
し
い
総
合
運
動
公

園
で
あ
り
な
が
ら
、
使
用

の
決
り
が
不
十
分
で
、
一
〇
〇
人

近
い
お
客
が
足
を
運
ん
で
く
れ
る

野
外
会
場
に
土
産
販
売
コ
ー
ナ
ー

の
便
宜
を
図
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い

の
は
残
念
で
あ
る
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

ベ
―
ス
に
、
観
光
公
社
が

モ
ニ
タ
―
ツ
ア
―
と
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
し
て
い
る
。

　

レ
ン
タ
ル
自
転
車
の
支
援
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
利
用
者
動
向

を
見
極
め
、
公
社
と
情
報
を
共
有

す
る
。

歴
史
の
道
一
〇
〇
選
の
追

加
登
録
に
応
募
の
お
願
い

を
し
た
が
、
町
の
文
化
財
保
護
審

議
会
は
、
資
料
不
十
分
と
い
う
こ

屋
外
施
設
は
基
準
が
無
い

た
め
、
公
園
条
例
に
基
づ

き
お
断
り
し
て
き
た
。
今
回
は
複

数
団
体
と
の
場
所
調
整
か
ら
設
置

は
困
難
と
判
断
し
た
。

　

利
用
者
の
用
途
も
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
基
準
や
料
金
の

見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

玉川　邦夫　議員
kunio  tamakawa

（
大
峠
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）

と
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
経
緯
が

あ
る
。
こ
こ
数
年
の
中
で
、
こ
の

案
件
に
対
し
て
ど
う
さ
れ
て
き
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
は
街
道

を
研
究
さ
れ
て
い
る
学
識
者
を
招

き
、
一
緒
に
歩
い
て
街
道
の
調
査

を
再
開
し
て
頂
き
た
い
が
ど
う
か
。

平
成
27
年
か
ら
29
年
に
か

け
て
文
化
財
保
護
審
議
会

や
県
立
博
物
館
か
ら
指
導
を
頂
い

て
き
た
。
新
た
な
史
料
が
出
な
い

限
り
調
査
の
再
開
は
難
し
い
と
の

こ
と
。
今
後
、
新
た
な
研
究
資
料

等
が
出
て
き
た
ら
教
育
委
員
会
に

あ
げ
て
頂
き
専
門
の
先
生
方
と
協

議
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
毎
日
賑
わ
う
ふ
る
さ
と
公
園
）
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一般質問

山名田　久美子　議員
kumiko  yamanada

防
災
の
観
点
か
ら

子
育
て
世
代
の
支
援
に
つ
い
て

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

　
　
　
　
　
　
導
入
に
向
け
進
め
る

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
向
き
に
検
討

答弁

答弁

以
前
一
般
質
問
で
、
町
内

小
中
学
校
へ
の
防
災
頭
巾

の
備
え
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
そ

の
後
、
検
討
を
加
え
前
進
し
て
い

る
の
か
。
教
育
長
に
伺
う
。

震
災
後
も
火
災
だ
け
で
な

く
、
全
国
的
に
地
震
や
大

雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
増
え
て
い

る
な
か
、
町
内
の
小
学
校
で
は
、

安
全
教
育
の
一
環
と
し
て
毎
年
火

災
や
、
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
防
災
教
育

の
充
実
の
た
め
、
学
校
長
と
共
通

昨
年
度
下
郷
町
の
出
生
数

は
何
名
か
。
確
か
15
名
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な

状
況
が
続
け
ば
、
小
学
校
の
統
廃

合
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、

複
式
学
級
に
な
っ
て
い
る
学
年
、

こ
れ
か
ら
複
式
学
級
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
学
年
が
出
て
く
る
こ
と

は
必
至
で
あ
る
。

　

近
年
共
働
き
の
家
庭
が
多
い
中
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
長
期
休
業

中
の
学
童
保
育
は
ま
だ
ま
だ
不
十

分
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

現
在
下
郷
町
で
は
第
三
子
か
ら

の
給
付
だ
が
第
一
子
か
ら
手
厚
い

給
付
を
行
い
、
子
育
て
世
代
が
安

理
解
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
き
た
。

　

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
導
入
は
、

学
校
に
配
備
す
る
場
合
、
す
ぐ
に

取
り
出
せ
る
よ
う
な
場
所
の
確
保
、

ラ
ン
ド
セ
ル
に
常
時
配
置
し
て
お

く
こ
と
が
可
能
か
、
耐
用
年
数
や

サ
イ
ズ
の
問
題
、
児
童
生
徒
個
人

へ
配
布
す
る
か
な
ど
、
各
学
校
と

検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
学
校

現
場
で
の
安
全
安
心
な
取
り
組
み

の
た
め
、
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

の
導
入
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

児
童
生
徒
に
防
災
意
識
を
向
上
さ

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る

環
境
を
作
っ
て
い
く
べ
き
で
は
と

考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

令
和
３
年
度
の
出
生
届
受

付
件
数
は
15
件
で
あ
る
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
や
が
て
３
つ

の
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て

入
学
す
れ
ば
、
複
式
学
級
と
な
る

可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
る
。

　

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
部
局
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
児
童
・
保
護
者
に
寄
り

添
っ
た
考
え
方
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
継
続
し
て
検
討
を
重
ね
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
共
働
き

家
庭
を
対
象
と
し
た
平
日
の
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
長
期
休
暇
中

の
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
は
、

核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
ま
す
ま

す
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
「
指
導
員
」
と
な
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
短
時
間
又
は
季
節
的
な
業
務

質問

質問
せ
る
た
め
に
も
、
ま
た
子
ど
も
た

ち
の
人
命
保
護
を
優
先
と
し
た
観

点
か
ら
も
、
導
入
に
向
け
て
進
め

た
い
。

に
な
る
の
で
、
人
材
確
保
と
い
う

点
で
課
題
が
あ
る
。
今
後
も
「
子

ど
も
子
育
て
会
議
」
に
お
い
て
、

さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

子
宝
祝
い
金
の
拡
充
に
向
け
た

ご
提
案
で
あ
る
が
、
現
在
町
で
は

平
成
15
年
の
条
例
改
正
以
降
、
現

在
ま
で
継
続
し
て
い
る
も
の
で
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策
」

に
つ
い
て
は
、
町
の
「
第
６
次
総

合
計
画
」
の
ト
ッ
プ
を
飾
る
重
点

分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５

年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、
今
後

前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。子

ど
も
達
の
将
来
を
考
え
る
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議会 topics 議会改革特別委員会だよりNo.8

１「下郷町議会会期等に関する条例（案）の制定」
この度の改革で、「通年議会制」の導入が最大のポイントになります。
会期は１年間とし、その間、必要な時に議会を再開することができる制度です。
さらに、定期的開催は従来通り３月・６月・９月・１２月の４回を検討します。

２「下郷町議会通年議会実施要綱（案）の制定」
通年議会で会期が１年間になれば、「会期中に行政事務について議長を通して文書で質問できる」という条項を
設けることができ、休会中でも議員活動として文書質問が可能になります。具体的な進め方については、今後、
執行部と十分協議して参ります。

３「下郷町議会会議規則（案）の改正」
全国議長会で示している「標準会議規則」に沿って、町の会議規則を見直し、電子採択システムの導入や新たな
公聴会、参考人の条項等の追加の検討をしていきます。

４「下郷町議会の運営に関する基準（案）の改正」
通年議会が実施された場合の、一般質問での通告期間や順序等について執行部と協議を重ねていきます。

１２月まで町執行機関と検討していく主な内容

９月末で「議会改革特別委員会」に付託された期限が満了となることから、９月定例
議会の全員協議会において、１２月末まで任期期限の延長が承認されました。

⃝焦点化した話し合いができ、傍聴者にも分かりやすい。
⃝広く行政上の論点及び争点を明確にできる。
⃝一人の持ち時間が設定されることで、日程・時程が組みやすくなる。

9月議会から“一問一答方式”を導入!9月議会から“一問一答方式”を導入!
一般質問に関する取扱いについての改正

従来の一般質問 ９月からの一般質問 ［一問一答方式］
質問の方法
⃝質問及びその答弁は登壇して行う。ただし、２回目以降は各

自席で行う。
⃝通告項目が複数の場合、１回目の質問及び答弁は一括で行う。
⃝質問は回数を制限せずに行う。
⃝質問の持ち時間は、答弁時間を含め４５分とする。質問中に

４５分を超過した場合はその質問に限り答弁まで行う。

質疑の回数
⃝質問は３回までとする。

ただし、答弁漏れ等により特
に議長の許可を得たときは、
この限りではない。

町民等に対しての開かれた議会、より分かりやすい議会、 
議論の活性化を図るために、導入するものである。

一問一答方式のねらい

改正前 改正後
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議会だよりギャラリー
議会とまちのうごきを

写真でレポート

編
集
後
記

議会を傍聴しませんか 町議会定例会は３月・６月・９月・１２月に開かれます。
お問い合わせは町議会事務局（６９－１１２３）まで

＊対象事業　◦伝統行事の復活・継続　◦新たなイベント開催　◦既存事業の拡充・継続
＊補 助 額　◦５０万円　ただし、交付は各集落１回限り

住民主体のまちづくりを行う地区の皆さん!
町では「未来創生ふるさとまちづくり支援事業」で頑張る地区を応援します。

令和３年度から始めた倉村地区
令和４年度から始めた
十文字地区

　タイムスリップしたような懐かしい写真広大な土地
改良で蘇った田園風景の写真さらに、絵画や書、手芸
作品等の展示。集会場は倉村住民のまちづくりパワー
であふれていました。     

　長年“そば祭り”で町の客のもてなしをしてきまし
た。今年はコロナ禍のため、白樺街道の手入れと４００
個のざる菊でお迎えします。町の良さを発信する強い
思いはどこにも負けません。

〈独自の芸術でにぎわう倉村地区〉 〈ざる菊で客を迎える十文字街道〉

　張平サロンでの傍聴は、約１６年ぶりとのことです。傍聴
された方からは、「皆さん勉強されている」との声がありま
した。今回から時間制限による一般質問だったことについて
は、慣れていない様子が見て取れたことや、時間で質問する
難しさがあるとのお話がありました。今回の質問にはありま
せんでしたが、農業・農地の問題についての質問もあったら
いいとのお話もいただきました。

張平サロンの皆さんに議会を傍聴していただきました。

　
寒
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い

よ
う
に
、気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

国
道
１
１
８
号
線
の
鳳
坂
ト
ン
ネ

ル
が
、
ま
も
な
く
開
通
し
ま
す
。

天
栄
村
と
長
年
に
わ
た
り
、
期
成

同
盟
会
で
要
望
し
て
き
た
事
、
実

現
す
る
時
に
、
町
議
会
議
員
で
あ

る
こ
と
嬉
し
く
思
う
と
共
に
、
諸

先
輩
で
あ
る
議
会
議
員
皆
様
方
の

長
年
の
功
績
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

会
津
縦
貫
南
道
路
も
、
着
々
と
開

通
に
向
け
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
下

郷
町
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
た
め

に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

�
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淑
孝
）
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